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会  議  録 （１） 

会 議 の 名 称 令和５年度第１回入間市環境審議会 

開 催 日 時 
令和５年１０月６日（金） 

      午後２時００分 開会 ・ 午後３時２０分 閉会   

開 催 場 所 入間市役所C棟５階 ５０１室 

議 長 氏 名 黒瀧 孝秀 

出席委員(者)氏名 

黒瀧 孝秀、永井 健一、浦 国男、倉田 まさみ、小平 美雪、 

嶋田 知英、新関 隆、平井 純子、平井 毅、平塚 基志、牧田 誉子、 

増田 大美、吉野 珠美 

欠席委員(者)氏名 坂野 晶、高村 賢二 

説明者の職氏名 
エコ・クリーン政策課 課長 竹廣 由美 

エコ・クリーン政策課 主査 西村 卓也 

会 議 次 第 

(公開・非公開の別) 

【委嘱式】 

１ 開 会 

２ 委嘱状の交付 

３ 市長あいさつ 

４ 委員紹介 

５ 事務局紹介 

【審議会】 

１ 会長、副会長の選出 

２ 会長、副会長あいさつ 

３ 入間市環境審議会について 

４ 議 題 令和４年度における環境の保全及び創造に関する施策の進

捗状況について 

５ その他 

６ 閉 会 

非 公 開 理 由 なし 

傍 聴 者 数 ０名 

配 布 資 料 

資料１ 入間市環境審議会条例 

資料２ 環境基本計画の進捗状況について 

資料３ 令和５年度版いるましの環境（案） 

資料４ 環境の保全及び創造に関する施策の進捗状況についての意見と

市の回答 

資料５ 環境報告書に関する質問について 

事務局職員職氏名 

【環境経済部】 

部長 岸 道博、次長 横田 一洋、 

副参事（脱炭素・資源循環担当） 中村 慧 

【エコ・クリーン政策課】 

課長 竹廣 由美、主幹 松落 義夫、主査 西村 卓也、 

主事 神田 啓佑 

会議録作成方法 要点筆記 
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会  議  録 （２） 

議 事 の概 要 （経 過 ） ・決 定 事 項 

【委嘱式】 

〇委嘱状交付 

 令和５年１０月１日から令和７年９月３０日までが、新たな委員の任期となり、新しい委員での最初

の審議会であるため、委嘱状の交付を行った。 

 

【審議会】 

〇会長、副会長の選出 

 会長に黒瀧孝秀委員、副会長に永井健一委員が選出され、承認された。 

 

〇議題 

令和４年度における環境の保全及び創造に関する施策の進捗状況について 

議題については、資料２「環境基本計画の進捗状況について」、資料３「令和５年度版いるましの

環境（案）」、資料４「環境の保全及び創造に関する施策の進捗状況についての意見と市の回答」、

資料５「環境報告書に関する質問について」に基づき、今後の審議の流れと市の施策の現状につい

て事務局から説明を行った。 

 

〇その他 

今後のスケジュールについて、事務局から説明した。 

１０月２０日（金）までに資料３「令和５年度版いるましの環境（案）」についての質問事項を事務局

に提出、１１月６日（月）午後２時から第２回審議会、令和６年１月２６日（金）午前１０時から第３回審

議会を開催予定。 

以上 
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会  議  録 （３） 

発 言 者 発 言 内 容 

 

 

司会（松落主幹）  

（市長） 

市長 

各委員 

各職員 

 

 

市長 

 

黒瀧会長 

永井副会長 

 

事務局（西村） 

 

事務局（西村） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員及び事務局の発言が行われた部分のみ記述する。） 

【委嘱式】 

１ 開 会 

２ 委嘱状の交付（市長から名簿順に交付） 

３ 市長あいさつ 

４ 委員紹介 

５ 事務局紹介 

【審議会】 

１ 会長、副会長の選出 

会長 黒瀧 孝秀委員、副会長 永井 健一委員に決定。（立候補による） 

２ 会長、副会長あいさつ 

会長あいさつ 

副会長あいさつ 

３ 入間市環境審議会について 

（資料１「入間市環境審議会条例」を抜粋して読み上げ） 

４ 議 題 

（資料２「環境基本計画の進捗状況について」に沿って説明） 

⑴ 第三次入間市環境基本計画の概要 

⑵ 環境基本計画の進捗管理 

⑶ 入間市地球温暖化対策実行計画について 

⑷ 昨年度の入間市の取組（概要） 

⑸ 第三次入間市環境基本計画の中間見直しについて 

（資料３「令和５年度版いるましの環境（案）」について、資料の構成、評価の 

考え方について説明） 

（資料４「環境の保全及び創造に関する施策の進捗状況についての意見と市

の回答」、資料５「環境報告書に関する質問について」について説明） 
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発 言 者 発 言 内 容 

黒瀧会長 

 

平塚委員 

 

事務局（西村） 

 

平塚委員 

 

 

 

 

事務局（西村） 

 

 

 

 

 

 

 

黒瀧会長 

 

嶋田委員 

 

 

 

 

 

事務局の説明の中でご質問はございますか。 

 

資料５を電子データでいただけると事務局への提出がしやすいです。 

 

会議終了後お送りします。 

 

もう１点、環境報告書（資料３令和５年度版いるましの環境（案））の 3 章に入

間市地球温暖化対策実行計画の事務事業編が載っていますが、資料２の説明

では、区域施策編に事務事業編を内包となっています。どのように整理してい

ますか。 

 

今回評価していただく、令和５年度版いるましの環境では、令和４年度までの

評価となっています。区域施策編は令和５年度からの入間市地球温暖化対策

実行計画となりますので、今回の報告書までは、前計画の第四次入間市地球

温暖化対策実行計画（事務事業編）に沿った内容となっています。 

資料２の区域施策編の記載につきましては、今後に向けたご意見をいただく

にあたり、前計画が終了し、次はこのような新しい計画で進めていると言うこと

をお伝えするためのものです。 

 

ほかにご質問はありますか。 

 

表の部分が進捗の重要な部分だと思いますが、特に集中的にみて欲しい分

野や視点について、何か市の考えはありますか。 

また、数値目標については、わかりやすいのですが、抽象的目標のものの評

価について本当にそれでいいのかと言った疑問を指摘して良いのでしょうか。

例えば、２６ページの外来種の指標がありますが、アライグマはたくさん捕獲し

ているのを評価していて、コクチバスは少なくなっているので評価としているよ
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発 言 者 発 言 内 容 

 

 

 

事務局（西村） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

嶋田委員 

 

 

 

黒瀧会長 

 

 

 

 

 

 

 

新関委員 

うに見え、矛盾しているように感じるので、そういった点を指摘させていただい

てもよろしいのでしょうか。 

 

まず、見ていただきたい視点としては、評価が悪く停滞しているところを中心

に、どうしたら良くなるのかといったご意見をいただけるとありがたいです。 

次に、目標が推進や現状維持など抽象的なものとなっている部分につきまし

ては、非常に評価が難しい部分ですので、疑問がありましたらご質問としてい

ただければ、現状の考え方について回答させていただきます。 

なお、例で挙げていただいたアライグマとコクチバスの事例については、年度

ごとの増減はありますが、基準値よりも増えていれば達成としています。 

また、そもそも目標が現状維持で良いのかという話になってしまいますと、計

画の進捗管理と言うよりは来年度の中間見直しの内容になってきますので、そ

れは、次年度に向けたものとして見ていただけるとありがたく思います。 

 

評価についても意見を言わせていただいて良いと理解しました。意見の中で

いうべきかもしれませんが、評価については個別に説明が必要なものがあるの

ではないかと思います。 

 

嶋田委員のおっしゃるとおり、抽象的で評価がしづらい部分があります。今

回、新任の方が多いので、ぜひ疑問点を出していただきたいです。 

また、環境審議会は、ＰＤＣＡサイクルのチェックとアクションが役割となって

いますので、特に進捗が芳しくない所や、うまくいってなさそうなところについて

ご意見をいただき改善につなげていくような審議としたいと思いますのでよろし

くお願いします。 

ほかに質問はございますか。 

 

市の取組としてこれだけの取組をわかるようにしていただいているのは非常
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発 言 者 発 言 内 容 

 

 

 

 

 

 

事務局（西村） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新関委員 

 

黒瀧会長 

 

 

 

 

事務局（西村） 

 

 

 

に良い事だと思います。 

ただ、今の時点で教えていただけると読み方が変わってきますので、質問は

後日と言うことですが、わかる範囲で教えてください。 

５０ページ、５１ページの廃棄物由来の温室効果ガス排出量が令和２年度と

令和３年度で突出して増えた理由はなんですか。 

 

廃棄物由来の温室効果ガスが令和２年度と令和３年度で増えた直接的な理

由としては、年４回行っている焼却ごみの組成調査において、令和２年度と令和

３年度の２年間はプラスチックごみの比率が非常に高かったと言うことです。こ

の調査は、焼却場のごみを一部抽出して、選別し、種類ごとに計量することで測

定しているものです。 

ただし、プラスチックごみが多くなった理由としては、コロナ禍で家庭でのプ

ラスチックごみが増えたこと等が考えられるのですが、ここまで突出した理由は

わかっていません。調査の際の試料の取り方によっても偏りが考えられるの

で、そういった数値のブレということも考えられます。 

 

では、数値の信頼性についても、今度ご説明いただけるとありがたいです。 

 

ほかに質問、ご意見はありますか。 

ないようですので、議題は以上となります。議長の座をおろさせていただきま

す。 

 

５ その他 

（事務局より今後のスケジュールについて説明） 

１０月２０日（金） 質問受付期限 

１１月６日（月）午後２時から第２回審議会 

１月２６日（金）午前１０時から第３回審議会 




